
 

 

令和６年度「１人１台端末を活用した『心の健康観察』の導入に向けた調査研究事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帯広市教育委員会 

校内の相談体制の工夫 

○ 入力内容の確認、内容に基づく相談支援のフローや体制 

 ① 朝の学活中に、副担任、養護教諭、管理職が確認 

 ② 生徒玄関の下駄箱（靴があるか、ないか）と出欠状況の再確認 

 ③ 不調が続く生徒について養護教諭や教育相談コーディネーターと確認し、教育相談計画

を整理 

 ④ 学級担任や副担任を中心に学年団から、該当する子どもへの声かけ（午前中） 

 ⑤ 生徒指導委員会や学年団、管理職で情報共有（昼休み） 

 ⑥ 必要に応じて生徒指導委員会（ケース会議）を開催（放課後） 

 

 

 

 

主な実施体制 

○ 子どもの実施状況 

【Ａ校】 

 ・起床時から朝の学活までの間に入力 

 ・欠席遅刻の場合は、保護者が連絡する際にアプリに入力 

【Ｂ校】 

 ・登校後、朝の学活までに入力 

 

 

 

導入した健康観察アプリ 

○ LEBER 社（LEBER for School） 

・１人１台端末を活用し、生徒が心と体の状況を入

力することで、学校が不調等のサインを把握する。 

 

 

実施学校数及び対象人数 

中    学    校 13校3,768名 

義務教育学校後期課程 １校  160名 

成果と課題 

○ アプリの活用により、気になる子どもへの声かけを組織的に行うことで、当該の子どもの

困り感を見つけ、計画的に教育相談を実施することができた。 

○ 子どもの状況把握に基づき、保護者と支援の在り方について共通理解を図るとともに、学

校と家庭での関わり方を確認し、家庭と連携した支援体制を構築することができた。 

● 子どもの入力内容の確認に時間を要することから、複数の教職員による確認体制や情報整

理と共有の方法を改善する必要がある。 

● 安否確認を含めて登校していない子ども等への活用も検討したが、子ども一人一人のニー

ズや状況を踏まえ、自宅での活用については、個別の配慮が必要である。 

 

相談支援の事例 

○ リスクの高い子どもの早期発見、早期支援につながった事例 

・保護者から子どもが悩んでいる旨の相談があり、心の健康状態を確認したところ、「良い」

と回答していた。詳細を確認したところ、子ども自身の悩みよりも保護者の悩みが強いこと

がわかり、スクールカウンセラーに繋ぐことで保護者の困り感に寄り添って対応できた。 

・心の健康状態を学級担任だけでなく学年団で確認することで、子どもの状況を共有するこ

とができ、今まで以上に教職員間で子どもの様子を確認する意識や姿勢が高まった。 

・Leber 社の協力により、帯広市の独自項目を設定し、朝食を食べている子ども、食べていな

い子どもで心の健康状態に影響があるのかについても考慮し、対応することができた。 

・ 

 

 

 

 

学校は１週間まとめて表示され

るため、傾向もわかります。 


